
平成２７年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 授業のＵＤ化・ステージⅡを含む授業改善、個に応じた授業双方ができた職員の割合が80％以上 4 授業中は自ら進んで学習し、宿題を毎回出せた生徒の割合が80％以上

3 授業のＵＤ化・ステージⅡを含む授業改善、個に応じた授業双方ができた職員の割合が80％未満 3 授業中は自ら進んで学習し、宿題を毎回出せた生徒の割合が80％未満

2 授業のＵＤ化・ステージⅡを含む授業改善、個に応じた授業双方ができた職員の割合が６0％未満 2 授業中は自ら進んで学習し、宿題を毎回出せた生徒の割合が70％未満

1 授業のＵＤ化・ステージⅡを含む授業改善、個に応じた授業双方ができた職員の割合が４0％未満 1 授業中は自ら進んで学習し、宿題を毎回出せた生徒の割合が60％未満

4 あいさつ運動への参加といじめ調査実施後の早期発見・対応ができた職員の割合が８０％以上 4 自ら進んで挨拶ができるようになったと実感できた生徒の割合が８０％以上

3 あいさつ運動への参加といじめ調査実施後の早期発見・対応ができた職員の割合が８０％未満 3 自ら進んで挨拶ができるようになったと実感できた生徒の割合が８０％未満

2 あいさつ運動への参加といじめ調査実施後の早期発見・対応ができた職員の割合が７０％未満 2 自ら進んで挨拶ができるようになったと実感できた生徒の割合が７０％未満

1 あいさつ運動への参加といじめ調査実施後の早期発見・対応ができた職員の割合が６０％未満 1 自ら進んで挨拶ができるようになったと実感できた生徒の割合が６０％未満

4 安全指導、避難訓練を通して生徒に望ましい防災の意識を育むことができた教員の割合が８０％以上 4 地域、PTA、小学校と協力した行事に参加し、自ら考え判断できるようになったと答えた生徒の割合が８０％以上

3 安全指導、避難訓練を通して生徒に望ましい防災の意識を育むことができた教員の割合が８０％未満 3 地域、PTA、小学校と協力した行事に参加し、自ら考え判断できるようになったと答えた生徒の割合が８０％未満

2 安全指導、避難訓練を通して生徒に望ましい防災の意識を育むことができた教員の割合が７０％未満 2 地域、PTA、小学校と協力した行事に参加し、自ら考え判断できるようになったと答えた生徒の割合が７０％未満

1 安全指導、避難訓練を通して生徒に望ましい防災の意識を育むことができた教員の割合が6０％未満 1 地域、PTA、小学校と協力した行事に参加し、自ら考え判断できるようになったと答えた生徒の割合が６０％未満

4 授業規律の徹底が確実に行えた教員の割合が９０％以上 4 落ち着いて授業に取組めた生徒の割合が９０％以上

3 授業規律の徹底が確実に行えた教員の割合が９０％未満 3 落ち着いて授業に取組めた生徒の割合が９０％未満

2 授業規律の徹底が確実に行えた教員の割合が８０％未満 2 落ち着いて授業に取組めた生徒の割合が８０％未満

1 授業規律の徹底が確実に行えた教員の割合が７０％未満 1 落ち着いて授業に取組めた生徒の割合が７０％未満

4 土曜補習授業、学力向上の取組に３回以上取り組んだ教員の割合が８０以上 4 成績が伸びたと実感した生徒の割合が50 ％以上

3 土曜補習授業、学力向上の取組に３回以上取り組んだ教員の割合が８０未満 3 成績が伸びたと実感した生徒の割合が50 ％未満

2 土曜補習授業、学力向上の取組に３回以上取り組んだ教員の割合が７０未満 2 成績が伸びたと実感した生徒の割合が30％未満

1 土曜補習授業、学力向上の取組に３回以上取り組んだ教員の割合が６０未満 1 成績が伸びたと実感した生徒の割合が10％未満

4 地域、PTA、小学校などと協力した行事を５回実施 4 学校が家庭、地域・社会と一体となった取組を行っていると実感した保護者の割合が８０％以上

3 地域、PTA、小学校などと協力した行事を４回実施 3 学校が家庭、地域・社会と一体となった取組を行っていると実感した保護者の割合が８０％未満

2 地域、PTA、小学校などと協力した行事を３回実施 2 学校が家庭、地域・社会と一体となった取組を行っていると実感した保護者の割合が７０％未満

1 地域、PTA、小学校などと協力した行事を２回実施 1 学校が家庭、地域・社会と一体となった取組を行っていると実感した保護者の割合が６０％未満

・自ら考え、学びつづける人　・協力し全体に尽くす人　・心豊かで思いやりのある人　・進んで心身を鍛える人

　　　　　　　　平成２６年度　日野市立日野第一中学校経営重点計画　　　　　　　　　　　　自己評価シート　

★学校教育目標

　【めざす児童・生徒像】

　【めざす学校像】

・明るく、たくましく、目標に向かって伸びようとする生徒　・集団として協力し、高め合う生徒　・あいさつを交わす生徒　・清掃で美化意識を高める生徒　・校歌を高らかに歌い、一中生としての誇りを持てる生徒

・生徒にとって生きがいと誇りのもてる学校　・教員にとって生きがいと自信が持てる学校　・保護者・地域にとって信頼でき、期待できる学校　・健康で安全な学校

・生徒とともに感動ができる教師　・相互に信頼関係と協力体制がもてる教師　・積極的な教育活動ができる教師　・健康で安全な学校

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

（１）基礎学力の充実と学力向上
　１年次において、数学に力を入れ授業を行う。数学の少人数集団による学習指導、習熟度別指導、ＴＴによる授業を展開し、小学校の遅れを取り戻させる。
（２）健やかな生徒の育成とスポーツ活動の推進
　体力の向上を目的に体育の授業の充実、部活動の奨励をもとにスポーツ活動の推進を図る。
（３）保護者・地域に開かれた、信頼される学校づくり
　学校からの情報を多く発信し、学校の様子が良く見える信頼される学校づくりを進める。

　【めざす教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策
評価点 評価点

子供

学ぶ楽しさを味わい、
自ら進んで学習に取り
組む姿勢を育て、学力
向上を図る。

教員はユニバーサルデザイン
を意識した授業を実践し、Ｉ
ＣＴ機器を活用し分かる授業
を展開する。生徒は分かるこ
との楽しさを味わい、自ら進
んで授業に参加させ、基礎学
力を身に付けさせる。

教員は、特別支援教育のステージ②までを実
施し、個に応じた授業を行う授業を実践す
る。生徒自ら学び、授業中の課題、宿題を確
実に行うなど、家庭学習が定着するように指
導を行う。
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　学校公開時に寝ている生徒がい
る。公開時に寝ている生徒は心配で
ある。１年生の成績が年度当初に比
べ上がっているが、授業のユニバー
サルデザイン化の成果ではないか。
　発達障害の生徒の割合もかなりい
るので、小学校のように学習ボラン
ティアが必要ではないか。

　生徒アンケートでは３６％の生徒が毎回出
すことができていた。半分以上出せた生徒と
合わせると７９％の生徒が、概ね出すことが
できた。逆に「あまり出せなかった」「ほと
んど出せなかった」生徒は２割いた。この点
を重視し、来年度は、学校全体で、提出物の
徹底を図っていく。
　ＵＤ化ができた教員の割合は71％。個に
応じた指導ができた教員の割合は46％であ
り、３割の教員が両方ともできていない現状
である。来年度は、研修会を増やし、夏季休
業中のＵＤ化授業の研修会に参加させ、ＵＤ
化の知識・技能を高め、授業に反映させてい
く。

子供
人権意識を高め、自他
を大切にし、より良く
生きる力を育む。

道徳授業を通し、道徳心、人
権意識を高め、あいさつやマ
ナーなど、社会生活の基本を
育て、実践できる力を育て
る。

平素より、教師自ら挨拶を励行し、生徒があ
いさつしやすい環境を作り。生徒自らが率先
して挨拶ができるようにする。
　また、いじめ調査を月一回行い、いじめの
早期発見を行う。
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　学校公開時に挨拶をしてくれる生
徒が増えたと感じる。小学校の前を
通る中学生が挨拶をして来てくれ
る。
　あいさつ運動に参加する教職員が
多く良いことである。

　生徒アンケートでは、「とても思う」「どちらか
と言えばそう思う」合わせて８６％の回答であっ
た。概ね挨拶ができている状況にあり、学校公開の
アンケートにおいても挨拶ができるようになったと
の評価もいただいている。中には挨拶ができなく
なっていると記載した保護者もおり、平素より挨拶
をする指導を行っていく。
　教職員の挨拶、いじめに対する早期発見・対応、
両方を行えた割合は75％であった。いじめ対応は
８９％の職員が行なうことができた。月に一回のい
じめ調査で職員の意識は向上し、発見から対応まで
を短期間で行うことができた。来年においても月一
回のいじめ調査を実施するが、書かない生徒もいる
ため、生徒が書きやすいアンケートや記入する場所
の工夫を改善する。

子供

自らの心と体に関心を
持たせ、運動を通し体
力の向上を図るととも
に、望ましい食生活、
生活習慣を育ませる。

子どもたちが身の回りにある
危険を予測し、回避できる力
を身に付け、安全を意識して
行動できる力を育てる。自分
の心と体への関心を高め、望
ましい食、生活、運動習慣を
身に付けさせる。

月一回の安全指導、避難訓練を適切に実施
し、生徒の意識を高めた授業を実施する。ま
た、引き取り訓練、小中連携防災訓練におい
て、生徒を積極的に参加させ、自ら危険を予
測し、他者の安全を意識した行動がとれるよ
うに指導する。
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　合同引き取り訓練はPTAからも保護者へ
情報提供を早めに行い、参加者を増やして
いければと思う。３年に一度は消防団との
連携を行なってほしい。
　一中の校舎は安全である。校庭に避難さ
せないで、校舎の中に留めてほしい。（校
庭避難が原則です。また下校途中など、学
校外での行動の仕方を想定させることも重
要である。）
　保護者は小学校の引き取り後、中学校に
向かう方式ではいけないか。（学校として
は、不安になっている弟・妹のそばに兄・
姉が付き添うことは大切であると考えてい
る。小学生を移動させることは心配であ

　生徒アンケートでは、「とても思う」「どちらか
と言えばそう思う」合わせて５８％の回答であっ
た。今年度は一小との合同防災訓練、集団下校を
行った。実際に参加したのは一小出身者のみであっ
たが、来年度は合同引き取り訓練を小学校3校と実
施していく。また、今年度は避難訓練前後に指導や
振り返りを行なう取り組みを行い考え判断する機会
を増やしたが、生徒が「自ら判断できる」と回答し
た割合が60％未満であったのは残念でありる。
　職員は計画を立てる段階から関与し、実際に避難
訓練などで直接指導を行うため、意識が高まったも
のと捉える。生徒、職員との意識に差がある。振り
返りを確実に行い、登下校の安全を生徒自身に考え
させ、まとめさせることで、自ら考え、判断する力
を伸ばしていく。

教員が生徒一人ひとりが落ち
着いて過ごせる教室環境を作
り上げる。さらに、生徒・保
護者のニーズに合った関係機
関への適切なつなぎを行うこ
とで、きめ細かな支援を行
う。

授業規律を徹底させ、生徒が落ち着いて学習
できる雰囲気を作り上げる。教員は配慮を要
する生徒の保護者との面談を適切に行い、保
護者が子どもの特性を受容する気持ちを高め
るさせる。
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　先生によって態度を変える生徒が
いる。寝る、後ろを向いて話す生徒
には厳しく指導してほしい。

　生徒アンケートでは、「良く取り組めた」「だい
たい取組めた」を合わせて８９％の回答であった。
一部の生徒で落ち着かない生徒がいるが、生徒は概
ね授業に集中することができた。
　職員には授業の基本は授業規律であることを周知
してきた。３割の職員ができなかったと回答してい
る。授業中に注意、指導をしていないのではなく、
したにもかかわらず、一部の生徒を授業に集中させ
ることができなかったことで、「できなかった」と
回答したと思われる。
　学校公開時の保護者アンケートを見ても、授業が
全く成り立っていないとの指摘は受けていない。一
部落ち着かない生徒の指導は授業者以外の教員や支
援者を配置し、授業規律の徹底を図り、生徒の学力
を向上させる。
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PTAと協力して取り組んだ「命のメッセー
ジ展」は地域への良い発信役となってくれ
た。ダルクを活用した薬物乱用防止教室も
よかった。生徒の感想文がとてもよかっ
た。ジュニアリーダーに中学生が積極的に
参加してくれ良かった。中学生が小学生と
関わることは大切である。地域の人たちか
らの声掛けも大切である。小学生が土曜の
ひろばで一中を訪れるが、中学を知る良い
機会となっている。部活動の成果の階段掲
示は、子どもたちの励みになりとてもよ
かった。学校のアピールにもなる。これか
らも続けて欲しい。

　保護者のアンケートで感じていると実感
している保護者の割合は５８％であった。
３９パーセントの職員が３回以上参加をし
ている。今年度より教員一人１回は参加を
する目標としたが、９０％の職員は参加す
ることができた。５回以上参加した教員は
１８パーセントであった。教職員が休日や
夜にパトロールや行事に参加するように
なった。Webや学校だよりで行事の様子を
載せてはきたが、職員の参加の認識を得る
までには至らなかった。来年度はさらに教
員の参加者数を増やし、生徒が自ら進んで
行動できる力を育ませることが課題であ
る。

教職
員・
学校

教員が生徒の学力向上の策を
考え、平素の授業で実践す
る。さらに、生徒の土曜補習
への参加を促し、教員自らも
指導に当たり、個に応じた学
習補充を行う。

土曜補習授業や学力向上の取組において、教
員が指導を行い、普段行えない個別指導を実
践し、個に応じた学習補充を行う。
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★重点計画の概要

教職
員・
学校

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

生徒が安心して学べる
環境を整え、学校と家
庭、地域、関係機関と
連携し、個に応じた指

導を行う。

　土曜補習を始めたころの目的は、
下位層の生徒の指導であったのでは
ないか。（今は様々な生徒に対応す
るように努力している。プリントに
難易を付けるなどし、幅広い生徒に
対応できるようにしてる。）
部活の関係で参加できない生徒もい
るのではないか。（開始時間を替
え、１時間でも参加できるように考
えたい。）

　土曜補習に参加した生徒のアンケートで、成績が
伸びたと実感できたと答えた生徒は３７％であっ
た。これは５教科についての平均であるが、今年度
は数学に力を入れ指導してきた結果、数学のみの回
答では、55％の生徒が実感することができた。来
年度も同様に土曜補習を実施していくが、補習が必
要と思われる生徒に対しては、個別に声をかけ、個
別指導を行うなど、手厚い指導を行っていく。
　夏休み・テスト前の補習授業、土曜補習参加・問
題作成などにおいての参加３回以上を目標とした。
実際に取り組んだ割合は54％であった。今年度よ
り土曜補習へ教員の参加を実施した。教員が参加す
ることで生徒は授業の内容についても質問すること
ができ、よかったとの感想が出された。来年度の教
員の参加者数を増やしたい。

学
校、
家

庭、
地

域・
社会

防災、防犯・安全への
関心を高め、自ら判断
し、すすんで行動し、
地域・社会に貢献でき
る子供を育てる。

絆づくりと活力あるコミュニ
ティの成形をめざし、防災訓
練、命のミュージアムの開催
を行い、人々が支え合う地
域、学校を作りを行う。

地域（消防署、警察署など）、小学校、中学
校、PTAの協力の基、地域訓練を実施する。
また、PTAとの協力の基、命のミュージアム
を開催し、自ら進んで行動できる判断力、創
造力を育む。


